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（1）

二
〇
年
ほ
ど
前
の
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
で
の
こ
と
。私
た
ち
は
、

ボ
リ
ビ
ア
か
ら
移
住
し
た
医
師

の
家
族
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
に
招
か
れ
た
。彼
の
家
族
、

親
戚
含
め
一
〇
数
人
ほ
ど
の
自

宅
で
の
集
ま
り
。
彼
は
ボ
リ
ビ

ア
で
医
者
だ
っ
た
が
、
当
時
の

ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
を
避
け
、

家
族
、
親
戚
ご
と
米
国
に
移
住
。

英
語
の
勉
強
を
し
な
が
ら
米
国

の
医
師
試
験
に
挑
戦
し
て
い
た
。

移
り
住
ん
で
二
、
三
年
経
っ
て

い
た
が
、
言
葉
の
カ
ベ
は
高
く

苦
戦
し
て
い
た
。
逆
に
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
喋
り
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
っ
た
親

戚
の
人
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち

を
除
き
ほ
と
ん
ど
英
語
が
し
ゃ

べ
れ
な
い
。日
本
人
が
、
わ
か
る

の
に
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
単
語
そ
の
も
の
を

知
ら
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
だ
。

そ
の
晩
の
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、ほ
と
ん
ど
が

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。た
だ
、
私
た
ち

が
疲
れ
て
座
っ
て
い
る
と
、
回

り
の
人
た
ち
が
両
手
で
「
ど
う

ぞ
ど
う
ぞ
」
と
い
う
よ
う
に
飲

み
物
を
す
す
め
て
く
れ
た
。「
も

う
一
杯
い
か
が
」
と
言
葉
で
い

わ
れ
る
よ
り
は
、
そ
の
厚
意
は

こ
こ
ろ
に
沁
み
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
石
井
。日
系
二

世
の
彼
は
両
親
と
も
日
本
人
だ

っ
た
が
、
ど
う
い
う
い
き
さ
つ

が
あ
っ
た
の
か
深
く
は
聞
い
て

は
い
な
い
が
、
日
本
語
を
両
親

か
ら
ま
っ
た
く
教
え
て
も
ら
っ

て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
キ
リ
ス

ト
教
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

「
自
分
で
い
う
の
も
お
か
し
い

が
、
私
は
小
さ
い
こ
ろ
勉
強
が

で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
鼻
も
ち

な
ら
な
い
ほ
ど
傲
慢
だ
っ
た
。

た
だ
、あ
る
夜
、
寝
て
い
た
ら
強

た
。
彼
と
は
一
年
近
く
付
き
合

っ
た
が
、
入
会
を
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。Ｄ
Ｃ
を

離
れ
る
前
の
日
、
い
っ
し
ょ
に

食
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
明

日
は
空
港
ま
で
送
ら
せ
て
く
れ

な
い
か
」
と
ロ
ジ
ャ
ー
。フ
ラ
イ

都
内
一
三
番

目
の
地
下
鉄
と

な
る
「
副
都
心

線
」（
東
京
メ
ト

ロ
）
が
来
月
一
四

日
に
開
通
す
る
。

副
都
心
線
は
渋

谷
、
新
宿
、
池
袋

の
「
三
大
副
都

心
」を
一
直
線
上

に
結
ぶ
も
の
で
、

将
来
的
に
は
埼

玉
〜
東
京
〜
横

浜
間
を
乗
客
に

乗
り
換
え
さ
せ

さ
ら
に
池
袋
か
ら
和
光
市
ま

で
の
区
間
を
、
既
存
線
で
あ
る

有
楽
町
線
と
線
路
共
有
の
う
え

で
運
行
。「
池
袋
」「
要
町
」「
千

川
」「
小
竹
向
原
」「
氷
川
台
」

「
平
和
台
」「
地
下
鉄
赤
塚
」「
地

下
鉄
成
増
」「
和
光
市
」
の
九
駅

（
千
川
、要
町
駅
に
は
副
都
心
線

専
用
の
ホ
ー
ム
も
新
設
）
が
結

ぶ
。渋
谷
か
ら
の
所
要
時
間
は
、

各
駅
停
車
が
池
袋
ま
で
一
六
分
、

急
行
が
一
一
分
。同
じ
く
和
光
市

ま
で
の
所
要
時
間
は
、
各
駅
三

五
分
、急
行
が
二
五
分
。

開
業
と
同
時
に
、
和
光
市
駅

に
て
東
武
東
上
線
と
、
小
竹
向

原
で
西
武
有
楽
町
線
と
の
連
結

運
転
を
開
始
。埼
玉
県
南
部
と

三
大
副
都
心
を
乗
り
換
え
な
し

で
結
ぶ
ほ
か
、
二
〇
一
二
年
に

は
、
渋
谷
駅
に
て
東
急
東
横
線

と
の
直
通
運
転
を
予
定
。開
通

す
る
と
、
埼
玉
県
南
部
か
ら
三

大
副
都
心
を
経
て
、
神
奈
川
県

横
浜
方
面
ま
で
が
結
ば
れ
る
、

首
都
圏
の
大
動
脈
が
完
成
す
る

計
画
だ
。

加
え
て
、
本
路
線
の
開
通
に

し
、非
常
に
嬉
か
つ
た
。

九
・
一
一
後
に
日
本
に
帰
っ

て
き
て
お
よ
そ
七
年
が
た
っ
た
。

当
然
、
日
本
語
の
環
境
で
生
き

て
い
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
言

葉
あ
る
い
は
こ
こ
ろ
が
本
当
に

つ
う
じ
て
い
る
の
か
、
は
な
は

よ
り
期
待
で
き
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ

山
手
線
、
同
埼
京
線
を
は
じ
め

と
す
る
既
存
路
線
の
混
雑
緩

和
。
東
京
メ
ト
ロ
が
ト
ン
ネ
ル

掘
削
以
前
に
行
な
っ
た
試
算
に

よ
る
と
、
副
都
心
線
の
一
日
の

乗
降
客
数
は
開
業
直
後
で
一
三

万
人
、
認
知
度
が
浸
透
す
る
に

従
っ
て
二
八
万
人
程
度
ま
で
増

え
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
朝
夕

の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
緩
和
に
も
、

相
当
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
ル
ー
ト
の
大
半
は
明

治
通
り
の
地
下
を
通
る
こ
と
か

ら
、
明
治
通
り
の
慢
性
的
な
渋

滞
の
緩
和
に
も
、
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

一
三
日（
金
）に
は
、
新
宿
三

丁
目
駅
に
て
開
通
式
を
実
施
。

都
議
会
議
員
ら
を
招
き
、
盛
大

に
ス
タ
ー
ト
を
祝
う
。

◆　

駅
は
こ
う
な
る

「
副
都
心
線
」は
、
渋
谷
区
内

に
あ
る「
渋
谷
」「
明
治
神
宮
前
」

「
北
参
道
」
の
三
駅
に
も
停
車
。

こ
の
う
ち
渋
谷
駅
と
明
治
神
宮

前
駅
は
メ
ト
ロ
の
既
存
路
線
と

駅
を
共
有
す
る
が
、
渋
谷
区
千

駄
ヶ
谷
三
丁
目
に
開
く
北
参
道

駅
に
関
し
て
は
、
全
く
の
新
設

と
な
る
。

渋
谷
駅
と
明
治
神
宮
前
駅

は
、
新
宿
三
丁
目
駅
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
の
一
部
が
開
放
感
の
あ

る
吹
き
抜
け
構
造（
左
図
参
照
）

に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
上

層
階
の
コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
駅
を

見
渡
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
地
下
鉄
特
有
の
「
閉
鎖
空

間
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

す
る
の
が
狙
い
。

二
〇
一
二
年
に
東
急
東
横
線

と
の
連
結
運
転
が
予
定
さ
れ
る

渋
谷
駅
で
は
、
建
築
家
の
安
藤

発
し
な
い
で
、
も
の
を
買
え
る

の
は
便
利
な
こ
と
だ
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
の
一

因
に
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

携
帯
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
Ｅ
メ

ー
ル
。大
変
便
利
に
な
っ
た
が
、

対
話
は
一
行
か
二
行
か
の
紋
切

り
形
の
表
現
で
す
む
よ
う
に
も

な
っ
た
の
も
事
実
。夫
婦
、親
子

の
対
話
不
足
。昭
和
の
時
代
も

そ
ん
な
に
会
話
は
多
く
は
な
か

っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
い
う
状

況
で
も
お
互
い
を
信
頼
し
あ
う

家
族
の
強
い
絆
が
あ
っ
た
よ
う

な
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。
最

近
の
近
親
者
に
よ
る
陰
惨
な
事

件
を
み
て
も
事
の
本
質
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
い
。

こ
こ
ろ
の
琴
線
に
ふ
れ
る
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。そ

れ
は
お
互
い
を
理
解
し
あ
お
う

と
い
う
姿
勢
か
ら
始
ま
る
の
だ

ろ
う
が
、
真
摯
に
対
話
、あ
る
い

は
物
事
の
本
質
に
逃
げ
な
い
で

向
き
合
お
う
と
し
な
け
れ
ば
、

本
来
の
理
解
は
え
ら
れ
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
記
者
に
な
り

た
て
の
こ
ろ
、
警
察
幹
部
と
の

懇
親
会
で
あ
ま
り
親
し
く
な
か

っ
た
他
社
の
記
者
と
お
互
い
の

想
い
を
話
し
こ
み
意
気
投
合
、

警
察
幹
部
の
前
で
お
互
い
号
泣

し
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
た
。

浪
花
節
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

こ
ろ
の
琴
線
に
お
互
い
が
ふ
れ

あ
っ
た
の
は
確
か
な
こ
と
だ
。

忠
雄
氏
が
設
計
を
担
当
。安
藤

氏
に
よ
る
、
宇
宙
船
な
ら
ぬ「
地

宙
船
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
い
た
、
ホ
ー
ム
頭
上
か
ら
コ

ン
コ
ー
ス
ま
で
の
駅
空
間
を
、

直
径
約
八
〇
ｍ
の
楕
円
で
包
み

込
む
デ
ザ
イ
ン
＝
写
真
が
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

る
こ
と
な
く
縦
断
す
る
計
画
。

区
間
に
複
数
の
駅
を
擁
す
る
原

宿
〜
渋
谷
エ
リ
ア
に
と
っ
て
も
、

波
及
効
果
は
大
き
く
な
り
そ
う

だ
。副

都
心
線
が
結
ぶ
の
は
、
埼

玉
県
南
部
の
和
光
市
か
ら
渋
谷

ま
で
の
二
〇
．二
㎞
。こ
の
う
ち

渋
谷
か
ら
雑
司
ヶ
谷
ま
で
の
区

間
で
線
路
、
ト
ン
ネ
ル
と
も
に

新
設
し
て
お
り
、
そ
の
間
に「
渋

谷
」「
明
治
神
宮
前
」「
北
参
道
」

「
新
宿
三
丁
目
」「
東
新
宿
」「
西

早
稲
田
」「
雑
司
ヶ
谷
」の
七
駅

が
設
置
さ
れ
た
。

新設された明治神宮前駅の出入り口

原
宿
神
宮
前
商
店
会
（
八
木

原
保
会
長
）
の
第
五
回
総
会
が

来
月
四
日
午
後
六
時
半
か
ら
東

郷
神
社
和
楽
殿
で
開
催
さ
れ

る
。同

商
店
会
は
、
平
成
十
五
年

四
月
に
発
足
、
現
在
会
員
は
約

七
〇
社
。美
化
活
動
・
防
犯
活

動
の
ほ
か
、
昨
年
は
外
国
人
観

光
客
へ
の
原
宿
フ
ァ
シ
ョ
ン
ガ

イ
ド
ツ
ァ
ー
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、総
会
の
あ
と
、懇
親

会
も
行
わ
れ
る
。
詳
し
い
こ
と

は
事
務
局
の
井
口
さ
ん
か
若
狭

さ
ん
（
電
話
５
７
７
２
‐
７
５

３
０
番
）ま
で
。　

い
光
を
感
じ
お
も
わ
ず
ベ
ッ
ド

に
ひ
れ
伏
し
泣
い
て
い
た
」。彼

は
そ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
仕

事
を
始
め
た
そ
う
だ
。
私
に
は

そ
う
い
う
体
験
も
感
性
も
な
か

っ
た
が
、
ロ
ジ
ャ
ー
の
言
葉
を

疑
う
ほ
ど
疑
い
深
く
も
な
か
っ

ト
が
午
前
四
時
ぐ
ら
い
だ
っ
た

の
で
、「
朝
早
い
の
で
タ
ク
シ
ー

で
い
く
よ
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
ヤ
ス
ヒ
ロ
が
嫌
じ
ゃ
な
け
れ

ば
、
送
ら
せ
て
く
れ
な
い
か
」と

の
こ
と
。社
交
辞
令
で
は
な
く
、

そ
の
気
持
ち
は
強
く
伝
わ
っ
た

だ
疑
問
だ
。言
葉
は
手
段
。こ
こ

ろ
を
通
わ
す
た
め
の
方
便
に
し

か
す
ぎ
な
い
。た
だ
、
重
要
な
も

の
だ
。
海
外
で
は
ほ
と
ん
ど
み

な
い
も
の
の
、
日
本
で
の
自
動

販
売
機
の
設
置
数
は
世
界
で
も

圧
倒
的
。
言
葉
を
ひ
と
こ
と
も

対
話
不
足
の
現
代
社
会

心
の
か
よ
い
あ
え
る
言
葉
が
必
要

渋
谷

－

新
宿

－

池
袋
を
結
ぶ

東
京
メ
ト
ロ
「
副
都
心
線
」
来
月
開
通
へ

第
五
回
原
宿
神
宮
前

商
店
会
総
会
開
く
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（2）

親
が
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
食

べ
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
頑
と

し
て
食
べ
た
が
ら
な
い
筋
金
入

り
に
野
菜
ぎ
ら
い
の
子
ど
も
。

こ
の
子
に
あ
る
会
社
か
ら
取
り

寄
せ
た
野
菜
を
与
え
て
み
た
と

こ
ろ
、
嘘
の
よ
う
に
平
ら
げ
て

し
ま
っ
た―

―
―

。「
食
」
を

テ
ー
マ
に
取
材
を
始
め
る
に
当

た
り
、
知
人
か
ら
そ
ん
な
例
が

あ
っ
た
と
聞
き
つ
け
、
世
田
谷

区
に
あ
る
、
食
料
品
個
人
宅
配

何
が
正
し
い
の
か
分
か
ら
ず
、

た
だ
戸
惑
い
、
立
ち
す
く
む
ば

か
り
だ
。

そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
自
分

の
健
康
を
守
る
た
め
に
自
分
自

身
で
情
報
を
集
め
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
、
今
ほ
ど
必
要
と

さ
れ
る
時
代
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

原
宿
新
聞
で
は
、
情
報
の
氾

濫
の
中
に
あ
っ
て
消
費
者
に
ひ

と
つ
の
指
針
を
示
す
こ
と
を
目

指
し
、
今
回
よ
り
連
載
シ
リ
ー

ズ「
食
」を
テ
ー
マ
に
掲
載
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
回
で
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
と

し
て
、
あ
る「
自
然
野
菜
」販
売

業
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
。
そ
の
結
果
、
先
入
観
や
固

定
観
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ぎ

り
、「
食
の
指
針
」
な
ど
見
つ
け

出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
初

回
に
し
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

周辺の環境にも溶け込むモダンな外観

長
ら
く
裏
原
宿
の
一
角
に

あ
っ
た
「
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
」に
代
わ
り
、
渋
谷

区
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
の

中
核
を
担
う
複
合
施
設
「
は

ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
」（
正
式
名
称

「
渋
谷
区
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
」　

渋
谷
区
神
宮
前
三

｜

一
八

｜

三
七
）
が
、
六
月
一
日

開
設
、事
業
を
開
始
す
る
。　

建
物
自
体
は
す
で
に
三
月

半
ば
に
完
成
。裏
原
宿
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に
、鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
四
階

建
（
敷
地
面
積
二
三
九
二･

三

私達は何を食べているのか①

を
行
う
有
限

会
社
「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
」

を
訪
ね
た
。

だ
が
、
同

社
代
表
の
河

名
秀
郎
氏

に
「
実
際
に

そ
う
い
う
例

が
？
」
と
尋

ね
る
や
い
な

や
苦
笑
い
さ

れ
て
し
ま
っ

河名秀朗氏（横浜市にある、ナチュラル・ハーモニーの小売店にて）

　

５
月
16
日
（
金
）
18
時
30
分
〜

　

鳩
森
薪
能
「
六
浦
」（
鳩
森
八
幡

神
社
）

　

５
月
17
日
（
土
）
11
時
〜　

渋

谷
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
５
月
18
日

ま
で
）（
渋
谷
区
各
地　

詳
細
は「
Ｎ

Ｐ
Ｏ　

渋
谷
・
鹿
児
島
文
化
等
交

流
促
進
協
議
会　

お
は
ら
祭
運
営

委
員
会
」ま
で　

T
E
L
０
３
‐
３

３
７
３
‐
７
３
８
１

　

５
月
18
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

　

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り　
（
総
合
ケ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

せ
せ
ら
ぎ
）

　

５
月
23
日
（
金
）
19
時
〜
21
時

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト「
ジ
ャ
ズ
の
名

曲
集
」　
（
長
谷
戸
社
会
教
育
館
）

　

５
月
25
日
（
日
）
11
時
〜　

渋

谷
区
芸
能
文
化
連
盟
公
演
（
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
氷
川
）

　

５
月
31
日
（
土
）
区
民
菜
園
開

設（
恵
比
寿
・
美
竹
・
参
宮
橋
区
民

菜
園
）

　

６
月
３
日
（
火
）
河
野
通
勢
展

（
７
月
21
日
ま
で
）（
松
涛
美
術
館
）

　

６
月
５
日
（
木
） 

第
２
回
区
議

会
定
例
会（
区
役
所
５
階
議
場
）

　

東
京
商
工
会
議
所
は
、
来

月
十
三
日
午
後
六
時
半
か
ら
在

日
外
国
商
工
会
議
所
と
の
交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。

場
所
は
、
港
区
赤
坂
の
カ
ナ
ダ

大
使
館
四
階
。

　

同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
在

日
の
米
国
商
工
会
議
所
、
カ
ナ

ダ
商
工
会
議
所
、
英
国
商
工
会

二
㎡
、
延
床
面
積
三
九
八
三･

五

三
㎡
）の
、真
新
し
い
外
観
を
呈

し
て
い
る
。総
工
費
は
約
一
三
億

円
。施

設
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

渋
谷
区
か
ら
社
会
福
祉
法
人
の

「
友
愛
学
園
」（
東
京
都
青
梅
市

坂
本
敬
之
介
理
事
長
）
に
業
務

を
委
託
。そ
の
上
で
旧
「
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」同
様
、①

心
身
障
害
者
（
一
八
歳
以
上
の

成
人
と
、
小
学
校
就
学
以
前
の

幼
児
）
が
施
設
に
通
所
し
て
の

生
活
支
援
を
行
う
ほ
か
、
渋
谷

区
で
は
初
の
取
り
組
み
と
な
る
、

議
所
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

と
の
共
催
で
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
前
回
は
約
三
七
〇
人

が
出
席
し
た
。

　

参
加
費
は
ひ
と
り
七
千

円
。締
め
切
り
は
五
月
三
〇
日
。

詳
し
い
こ
と
は
東
京
商
工
会
議

所
国
際
部
の
井
上
さ
ん
か
、
蔵

方
さ
ん
（
電
話
３
２
８
３
‐
７

６
４
７
番
）。　

②
入
所
生
活
支
援
、
③
短
期
入

所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
実
施

す
る
。

ま
た
他
自
治
体
に
先
駆
け
た

渋
谷
区
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
④
渋
谷
区
在
住
の
特
別
支

援
学
校
小
・
中
部
に
在
学
す
る

児
童
を
対
象
に
、
日
中
の
一
時

支
援
事
業
（
＝
放
課
後
保
育
）

も
行
う
。

同
施
設
は
、
昭
和
四
九
年
に

原
宿
の
同
じ
場
所
に
開
設
さ

れ
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
に
親
し
ま
れ
た
「
心
身
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
老
朽
化

に
伴
い
建
替
え
ら
れ
た
も
の
。

だ
が
、渋
谷
区
に
は
、心
身
障
害

者
が
入
所
介
護
を
受
け
ら
れ
る

施
設
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

高
齢
と
な
っ
た
保
護
者
を
中
心

に
か
ね
て
よ
り
不
安
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
建
替
え

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
入
所
支

援
の
機
能
を
大
幅
に
拡
充
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

定
員
は
成
人
の
知
的
障
害

者
五
〇
人
（
う
ち
三
〇
人
が
入

所
）、同
身
体
障
害
者
が
一
四
人
。

児
童
が
通
所
、
入
所
の
区
分
け

な
く
二
〇
人
。渋
谷
区
全
域
か

ら
の
募
集
と
な
る
が
、
区
で
は

障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
さ

れ
る
障
害
者
程
度
区
分
に
基
づ

き
、
す
で
に
全
体
の
需
要
は
把

握
し
て
お
り
、
当
面
の
利
用
者

に
つ
い
て
漏
れ
は
な
い
と
し
て

い
る
。

く
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
獲

れ
た
ニ
ン
ジ
ン
を
『
食
べ
て
み

ろ
』
と
勧
め
る
と
、
最
初
は
や

は
り
皆
顔
を
し
か
め
る
。で
も

口
に
入
れ
て
み
た
と
た
ん
、『
ア

レ
？
』
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
顔
を
す
る
。そ
ん
な
光
景
を
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
見
て
き
ま
し

た
」。不思

議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
重

い
病
気
に
か
か
り
、
身
体
の
衰

弱
が
進
行
し
た
人
に
は
、
極
度

の
食
欲
不
振
に
陥
り
、
お
か
ゆ

す
ら
喉
を
通
ら
な
く
な
る
こ
と

が
ま
ま
あ
る
。普
通
だ
っ
た
ら

こ
の
ま
ま
点
滴
を
打
ち
始
め
、

さ
ら
に
衰
弱
が
進
ん
で
し
ま
う

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
ん
な
患
者
に

河
名
氏
が
仕
入
れ
る
野
菜
を
与

え
る
と
、
驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ

に
喉
を
通
っ
て
し
ま
う
と
い
う

の
だ
。

そ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
野
菜（
カ
ブ
）を
、
試
し

に
実
際
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。口
に
し
て
み
る
と
、
た
し
か

に
旨
い
。普
段
使
っ
て
い
る「
旨

い
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
超

え
、
充
足
感
が
体
の
隅
々
に
ま

で
行
き
渡
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

だ
が
、
こ
の
野
菜
が
持
っ
て
い

る
と
い
う
、
生
来
の
野
菜
嫌
い

を
解
消
し
た
り
、
病
人
に
食
欲

を
取
り
戻
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
の

根
源
と
な
る
と
、
想
像
が
及
ば

な
か
っ
た
。

「
一
体
、
ど
ん
な
特
別
な
農
法

で
こ
れ
を
」と
思
っ
た
が
、
話
を

聞
い
て
い
る
う
ち
、
次
第
に
そ

れ
が
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
。た
し
か
に

ユ
ニ
ー
ク
な
農
法
で
は
あ
る
が
、

「
何
か
を
し
た
」
か
ら
で
は
な

く
、
む
し
ろ「
余
計
な
こ
と
を
何

も
し
な
か
っ
た
」か
ら
こ
そ
、そ

の
カ
ブ
は
作
れ
た
よ
う
な
の
だ
。

（
第
二
回
に
つ
づ
く
）

（
古
川
琢
也
）

た
。聞
け
ば
、「
そ
ん
な
話
な
ら

何
も
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人

に
も
山
ほ
ど
あ
る
ん
だ
け
ど
な

あ（
笑
）」と
い
う
。

野
菜
が
寝
た
き
り
を
防
い
だ

「『
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
三
〇

年
以
上
、
ニ
ン
ジ
ン
だ
け
は
ど

う
し
て
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
』と
い
う
よ
う
な
人
を
、
生
産

地
ま
で
連
れ
て
行
く
こ
と
が
よ

シリ
ーズ
「食
」

第一
回「

納
豆
ダ
イ
エ

ッ
ト
」「
ア
ミ
ノ

酸
」「
血
液
サ
ラ

サ
ラ
」「
有
機
野

菜
」「
中
国
産
」「
メ

タ
ミ
ド
ホ
ス
」―

―
―

。　
　
　

い
ま
、
私
た
ち

の
食
卓
に
日
々
供

給
さ
れ
る
食
品
へ

の
信
頼
が
急
速

に
揺
ら
ぐ
一
方
、

過
去
に
類
を
見

な
い
ほ
ど
膨
大
な

食
に
関
す
る
情

報
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。
多
く
の
消

費
者
は
そ
の
中
で

【
渋
谷
区
行
事
日
程
】

海
外
の
商
工
会

議
所
と
交
流
会

月　
　

末

は
ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
開
設
へ

障
害
者
福
祉
の
中
核


